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ワタミグループの
食品リサイクルについて

２０１３年４月２６日（金）

ワタミエコロジー株式会社

循環サービス事業部 大嶋伸章
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１、ワタミグループの概要
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１、ワタミグループの概要 6次産業モデル 2013年3月末時点

640 店舗 93ホーム

１１工場

432営業所

20ha

520ha

堆肥プラント
自社施設
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２、食品リサイクルへの取り組み

■リデュース（発生抑制）
店舗：ロス率（食材廃棄額/売上げ）の設定値を設け月次で管理、原因・対策を打つ
工場：製造ロス、歩留まりの双方に目標値を定め月次で管理、原因・対策を打つ

※いずれも利益予算が絡むため、高い意識で管理できております。

食品リサイクル率（廃食油含む）
2012年3月末時
（年間実績）

2013年3月末時点
（年間着地見込）

2013年4月単月
（単月着地見込）

外食 28.8% 33.0% 42.0%
ＭＤ 92.1% 95.0% 99.0%

外食＋ＭＤ　合計 51.4% 59.0% 64.0%

■リサイクル

食品リサイクル実施店舗数（廃食油は全店リサイクル対象） 2013年3月末時点

処理業者委託 リサイクルループ申請 自己処理ループ 合計

外食（国内640店舗） 54店舗 133店舗 75店舗 262店舗

ＭＤ（国内11工場） 10工場 - - 10工場



自己運搬・自己処理エリア
（千葉県内）

自己運搬・自己処理エリア
（東京多摩地域＋23区エリア）
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リサイクルループ
（２３区内エリア）
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再生事業者登録業者様の状況
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再生事業者登録業者様の状況
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再生事業者登録業者様の状況

・国が認定した登録再生利用事業者について、

施設の運用状況や製造品の搬出ルートを

定期的に優良業者として認定した国として

行う必要があると考えます。
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目次 ワタミとして初期に申請した食品リサイクルループ

継続的に大量
の利用が困難
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～事例～
ワタミ土づくりセンター実験場

ワタミ土づくりセンター（実験場）
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篩い
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出荷 農場へ
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店舗での取り組み（分別、発生抑制）

＊写真添付

改善前：2013 年 2月 改善後：2013 年 3月

目的（何のために）：異物の混入をゼロに近づける

改善内容：洗い場水切りかごのサイズを小さくし分別単位を小さくした。
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店舗での取り組み（分別、発生抑制）

改善前：2013 年 2月 改善後：2013 年 3月

目的（何のために）：排出量を想定量に増やす

改善内容：各ポジションへごみ箱（タッパー）を設置した
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小松菜生育実験状況

A：ＷＥ堆肥 B：無施肥 C：普通堆肥

11月16日 堆肥散布 11月19日 播種 11月25日 発芽
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小松菜生育実験状況（2月4日）

Ａ：普通堆肥
Ｂ：ＷＥたい肥
Ｃ：無施肥



小松菜生育実験（収穫：2月9日）
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小松菜生育実験（生育・成分分析結果）

ＷＥたい肥普通たい肥無施肥
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堆肥の有用性実験（レタス 2月18日定植）

※4月下旬から5月初旬に収穫予定

ＷＥたい肥

無施肥

普通たい肥
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堆肥の有用性実験（レタス 4月10日）

ＷＥたい肥

普通たい肥

無施肥



・廃棄物処理法では本来排出事業者が

自ら処理することをうたっていますが、

自己処理を行う上でのルールが明確に

定められていません。

・処理業ありきでは、近隣に施設なければ

食品リサイクルは実現できません。

⇒廃棄物の排出から運搬、リサイクル、

リサイクル品の利用まで効率的（環境性と

経済性）に考えられる排出者主導の仕組みに

ついては、推奨頂きたいです。
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排出者の共同自己処理案（それぞれの役割）
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１次生産者

（仮称）リサイクルユニット

・・・・

（仮称）リサイクル・ロジスティックセンター

生ごみ 廃プラ

焼却
生ごみ以外の
リサイクル
外部委託

飼料化
（仮称）ﾌｰﾄﾞ
ｴｺﾛｼﾞｰｾﾝﾀｰ

堆肥化
（仮称）土づくり

ｾﾝﾀｰ

ｴﾈﾙｷﾞｰ化
（仮称）ﾊﾞｲｵ
ｴﾅｼﾞｰｾﾝﾀｰ

・・・・ ・・・・

Ｒ品

野菜工場
食品工場

生ごみ 廃プラ 一般ごみＲ品

最小限に

物流センター

食材

売電or
自社利用

排出者

排出者の共同自己処理案（循環の流れ）
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３－③ 排出者への補助金について

・一企業では不効率な回収効率を

高めるため、排出者が複数で共同に回収を

行う企画や、施設運営に対して、その継続性

が考えられます。

⇒グループ会社はもちろん、複数の排出者の

共同自己処理の実施について認めて頂きたい

です。

⇒補助金を設定することで出者主体の継続的な

食品リサイクルの実現を応援して頂きたいです。
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ご清聴ありがとうございました。


